
［上述の地震は M6.0 以上または最大震度４以上、陸域で M4.5 以上かつ最大震度３以上、海域で M5.0 以上かつ最大震度３以上、その他、

注目すべき活動のいずれかに該当する地震。］ 

気象庁・文部科学省 

 

特に目立った活動はなかった。 

 

（範囲外） 

12 月 22 日に父島近海で M7.4 の地震（最大震度４）が発生した。この地震の最大余震は

23 日に発生した M6.5（最大震度３）であった。 

（上記期間外） 

１月３日に新潟県下越沖で M4.7 の地震（最大震度４）が発生した。 

 

 

 

関東・中部地方 

地形データは日本海洋データセンターの J-EGG500、米国地質調査所の GTOPO30、及び米国国立地球物理データセンターの ETOPO2v2 を使用



気象庁作成 

今回の地震

八丈島 

父島 

今回の地震

母島 

 

12 月 22 日 父島近海の地震 

震央分布図（1997 年 10 月１日～2010 年 12 月 31 日、
M≧4.0、深さ０～200km） 

発震機構は CMT 解。 

12 月 22 日 02 時 19 分に父島近海で M7.4 の地

震（最大震度４）が発生した。発震機構（CMT 解）

は北東－南西方向に張力軸を持つ正断層型で、太

平洋プレート内部で発生した地震である。 

気象庁はこの地震について、小笠原諸島に津波

警報（津波）を、伊豆諸島から奄美諸島・トカラ

列島にかけての太平洋沿岸に津波注意報を発表

し、八丈島八重根で 0.5ｍ（注）、父島二見で 22cm

など、東北地方の一部及び関東地方南部から沖縄

地方にかけての太平洋沿岸で津波を観測した。 

この地震の後、12 月 23 日に M6.5 の地震（最

大震度３）が発生するなど、震度１以上を観測す

る余震が 10 回発生している。活動は徐々に減衰

している（12 月 31 日現在）。 

今回の地震の震央付近（領域ａ）は地震活動が

活発な領域であり、1997 年 10 月以降の活動を見

ると、M6.0 を超える地震が時々発生している。 

（注）巨大津波計の観測点であり、その観測精度

は 0.1m 単位である。 

 1923 年８月以降の活動を見ると、今回の地震

の震央付近（領域ｂ）では M6.0 を超える地震が

時々発生している。 

震央分布図（1923 年８月１日～2010 年 12 月 31 日、
M≧6.0、深さ０～200km） 

領域ａ内の地震活動経過図、回数積算図

領域ｂ内の地震活動経過図 

（2010 年 12 月 22 日以降） 

ａ

ｂ

検知能力が低下している期間 



気象庁作成 

 

 
各観測点において観測した津波の最大の高さ 

（津波を観測した点のみ表示し、高さ 15cm 以上を観測した点については観測点名を表記） 

         ※国土地理院、海上保安庁の観測点の記録を含む。 

   本資料中の観測点名は、津波情報で発表する観測点名称を用いている。 

三宅島阿古 

南大隅町大泊 

中之島

神津島神津島港 

伊豆大島岡田 

土佐清水 

日本国内の観測点での津波の最大の高さ 
（最大の高さ 15cm 以上） 
※値は後日変更される場合がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(注)巨大津波観測計の観測点であり、その観測精度

は 0.1m 単位である。 

  最大の高さ発現時刻 

 
最大の高さ

第一波の高さ 平常潮位

第一波の
到達時刻

最大の高さの 
発現時刻 

第一波の向き 

＜津波の測り方の模式＞ 

津波の観測値の測り方を示す。第一波の

向きは、下方向が「引き」、上方向が「押し」

となる（上の例の場合は「引き」となる）。

海）は海上保安庁、無印は気象庁の観測点である。 

八丈島八重根 

日本国内の主な観測点の潮位記録（最大の高さ 15cm 以上の津波を観測した点） 

父島近海の地震による津波（日本国内の観測値） 

父島二見 

震央 

発現時刻 高さ
八丈島八重根（注） 気象庁 22日05時32分 0.5m
父島二見 気象庁 22日03時11分 22cm
神津島神津島港 海上保安庁 22日05時42分 21cm
伊豆大島岡田 気象庁 22日05時59分 20cm
中之島 海上保安庁 22日05時21分 18cm
三宅島阿古 海上保安庁 22日06時34分 16cm
土佐清水 気象庁 22日05時22分 15cm
南大隅町大泊 海上保安庁 22日05時19分 15cm

観測点名 所属
最大の高さ


